
令和２年度
前橋工科大学学生生活実態調査

報告書



はじめに

本調査は学生委員会が中心となり、平成２１年度から実施

しています。

調査内容は、経済状況、食生活、大学生活など多岐に渡っ

ており、幅広い視点から本学学生の生活実態等を把握し、今

後の大学内での各種検討につなげることを目的としています。

この度、今年度の調査結果を取りまとめましたので、報告

します。

令和２年１２月

前橋工科大学学生委員会

調査実施日 令和２年9月2５日

調査対象学生数 １，３２２名

有効回答数 ９３８名

（有効回答率 ７１％）

1



１．回答者データ

■ 男女比（Ｎ＝９３８）

■ 課程（Ｎ＝９３８）

■ 学年（Ｎ＝９３８）

■ 学科／専攻（Ｎ＝９３８）

■ 住居スタイル（Ｎ＝９３８）
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自宅（実家） 自宅外



２．経済状況（１）

■ 一か月の総収入額（Ｎ＝９３８）

３万円未満から１０万円未満までが同規模であり、多数を占める。

■ 家族からの援助額（Ｎ＝９３８）

「援助なし」「３万円未満」「５万円未満」が同規模であり、多数を占める。

■ 一か月の総支出額（Ｎ＝９３８）

約９割の学生が１か月の支出を１０万円未満に抑えている。
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２．経済状況（２）

■ アルバイト（Ｎ＝９３８）

約７割の学生がアルバイトを行っている。

■ アルバイトの目的（Ｎ＝６３１）

アルバイトをしている学生のうち、約半数の学生が生活費を賄うためにアルバイトを行
なっている。

■ アルバイトの労働時間（週）（Ｎ＝６３１）

８割の学生が週２０時間未満でアルバイトを行っている。

■ アルバイトの収入額（Ｎ＝６３１）

８割の学生が３万円～７万円の収入をアルバイトで稼いでいる。
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２．経済状況（３）

■ 奨学金の受給状況（Ｎ＝９３８）

４割の学生が奨学金を受給している。

■ 奨学金の受給額（Ｎ＝４０７）

奨学金を受給している学生のうち、８割の学生が８万円未満の奨学金を受給している。
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３．大学生活（１）

■ 通学方法（複数回答）（Ｎ＝１４１８）

多くの学生が自転車で通学している。

■ 居住地域（Ｎ＝９３８）

市内から通学する学生が７割となっている。

■ 住居の種類（Ｎ＝９３８）

７割の学生がマンション・アパートに住んでいる。

■ 家賃（Ｎ＝９３８）

約９割の学生が５万円未満の家賃の住居で生活している。
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３．大学生活（２）

■ 読書（Ｎ＝９３８）

約半数が読書をしていない。

■ タバコ（Ｎ＝９３８）

９５％は喫煙していない。

■ 朝食の有無（Ｎ＝９３８）

毎日食べる学生が３割しかいない。

■ 朝食を食べない理由（Ｎ＝６０８）

朝食を時々食べない学生及び食べない学生のうち、起床時間が遅いため朝食を取らない

学生が７割となっている。
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３．大学生活（３）

■ 昼食の種類（Ｎ＝９３８）

大学内やコンビニ等、アクセスしやすい場所で調達する学生が多い。

■ 夕食の種類（Ｎ＝９３８）

自宅外の学生が多いので、６割の学生が自炊をしている。
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28% 24% 4% 14% 22% 3% 5%
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４．課外活動

■ クラブ・サークル・団体活動（Ｎ＝９３８）

約半数以上の学生が学内外にて、サークル等の活動を行っている。

５．悩み事と各種支援制度（１）

■ 学生相談窓口の認知度（Ｎ＝９３８）

相談窓口についての認知度は約６割である。

■ 学生相談窓口の利用（Ｎ＝９３８）

学生相談窓口を知っているが、利用者は数パーセントとごく僅かである。

一方で１割の学生が利用してみたいと考えている。
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47% 2% 51%
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５．悩み事と各種支援制度（２）

■ メンタル相談の認知度（Ｎ＝９３８）

半数以上の学生がメンタル相談窓口を認知している。

■ メンタル相談の利用（Ｎ＝９３８）

相談窓口を知ってはいるが、利用者数は数パーセントとごく僅かである。

一方で１割の学生が利用してみたいと考えている。

■ 日頃の悩み（複数回答）（Ｎ＝２４５０）

就職、進路、勉学といった日頃から意識しやすい項目に関する悩みが多い。
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57% 43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５．悩み事と各種支援制度（３）

■ 悩みの相談相手（複数回答）（Ｎ＝１３７５）

身近な相手に相談する学生が多いが、誰にも相談しない学生も多くみられる。

■ 学年担当制（Ｎ＝９３８）

７割の学生が知っていると回答している。

■ 学習環境の満足度（Ｎ＝９３８）

８割以上の学生が「やや満足」以上と回答している。

６．大学に対する満足度（１）
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６．大学に対する満足度（２）

■ 情報機器の充実度（Ｎ＝９３８）

７割以上の学生が「やや満足」以上と回答している。

■ 講義情報等の伝達環境の満足度（Ｎ＝９３８）

６割の学生が「やや満足」以上と評価している。

■ ホームページ等での情報提供の満足度（Ｎ＝９３８）

７割の学生が「やや満足」以上と評価している。

■ 相談環境の満足度（Ｎ＝９３８）

約９割の学生が「やや満足」以上と評価している。
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６．大学に対する満足度（３）

■ 教員サポートの満足度（Ｎ＝９３８）

教員によるサポートに満足している学生が約９割を占めている。

■ 事務局での窓口対応の満足度（Ｎ＝９３８）

８割を超える学生が「やや満足」以上と評価している。

本学では、遠隔授業の受講に伴う経費のほか修学のため有効に活用してもらうことを

目的として、すべての学生に対し一律３万円の学生支援金の支給を行いました。

■ 学生支援金の有効度（Ｎ＝９３８）

半数以上が大いに役に立ったと回答している。
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7．新型コロナ関連（１）
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7．新型コロナ関連（２）

■ 学生支援金の使途（Ｎ＝９３８）

半数以上が食費、生活費に充てている。

■ 授業開始前の緊急事態宣言などによる外出自粛期間中（４月～５月）の活動（複数回答）
（Ｎ＝１８３５）

学習準備、趣味などが多いが、アルバイトに行っていた学生もいた。

■ 遠隔授業の受講場所（Ｎ＝９３８）

実家と下宿（アパート等）がちょうど半数位ずつになっている。

■ 遠隔授業の受講機材（Ｎ＝９３８）

９割の学生がPCを使用している。
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7．新型コロナ関連（３）

■ 遠隔授業を受けてどのように感じましたか。（複数回答）（Ｎ＝１４１９）

授業によってわかりやすさの違いがあったようであるが、教員への質問は対面の方がしや

すいようである。

■ 感染症に関連し、大学に通学することについて不安がありますか。（複数回答）

（Ｎ＝１２６２）

６割を超える学生が不安を感じている。

■ 感染症対策として、していることはありますか。（複数回答）（Ｎ＝２３３４）

ほとんどの学生が対策を行っている。特にマスクの着用と手洗い等の励行が多い。
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電車、バス等の公共機関を使うことに不安がある

講義形式の授業で、受講者が多いことに不安がある

実験、実習形式で、密になることが多いことに不安がある

休み時間等に友人など他の学生と接触することに不安がある

周りの学生の感染症対策の意識が低いように感じられること。

特に不安なことはない。
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毎日、検温をしている。

不要不急の外出をしないようにしている。

大学に限らず外出するときはマスクを着用するようにしている。

手洗い、うがい、手指消毒などを励行している。

人と接触するときはソーシャルディスタンスを意識している。

会食や飲み会等に参加するときは、

飛沫感染が発生しないように注意している。

特にしていることはない。


